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1 目的 

HSMS は独立した製造業者に対し，相手に対する特

別な知識が無くても，互いに接続し操作を実装できる

手段を提供する。 

HSMS は，いままで以上の通信速度を要求されるアプ

リケーション，あるいは簡単なポイント・ツー・ポイント形

式では十分でない場合に SEM スタンダード E4
（SECS-Ⅰ）を代替することを目的とする。HSMS の持

っているこのような特性，およびこれ以外の HSMS の

特性を必要としないアプリケーションではそのまま

SEMI スタンダード E4（SECS-Ⅰ）を使える。 

HSMS は，OSI より TCP/IP の方が適しているアプリケ

ーションで SEMI E13（SECS メッセージサービス）を代

替することも目的としている。 

HSMS は，HSMS の適用方法についてもっと詳しく規

定する補足スタンダード，あるいは特別なアプリケーシ

ョンの領域で HSMS の使用に制約を加えることにより

補足される。 

 
2 範囲 

高速 SECS メッセージサービス（HSMS）では半導体工

場内のコンピュータ間のメッセージ交換に適した通信

インタフェースを定義している。 

 
3 参照文書 

3.1 SEMI スタンダード 
SEMI E4 －  SEMI Equipment Communication 
Standard 1 － Message Transport (SECS-Ⅰ) 

SEMI E5 －  SEMI Equipment Communication 
Standard 2-Message Content (SECS-Ⅱ) 

3.2 IETF 文書 
IETF RFC 791 － Internet Protocol 

IETF RFC 792 － Internet Control Message Protocol 

IETF RFC 793 － Transmission Control Protocol 

IETF RFC 1120 － Requirements for Internet Hosts-
Communication Layers 

IETF RFC 1340 － Assigned Numbers 

注：RFC820 に代わってこの RFC となっている。 

3.3 POSIX 文書 
IEEE POSIX P1003.12 －  Protocol Independent 
Interfaces (PII) 

 
4 用語 

API －  アプリケーションプログラムインタフェース。

TCP/IP の場合は TCP/IP 性能を使えるようにする，あ

るいはその性能を呼び出すためにアプリケーションプ

ログラムで使われるプログラムのための手続き。 

通信の失敗（communication failure） － SELECTED
状態から NOT CONNECTED 状態へのトランジション

によって発生する通信リンクの失敗（9 項参照）。 

確認済みサービス（confirmed service）（HSMS） － イ
ニシエータから応答側エンティティにメッセージを送信

して要求する HSMS サービス。応答側エンティティか

らイニシエータに送られる応答メッセージでサービスの

完了を示さなくてはならない。 

接続（connection） － TCP/IPLAN で，メッセージの交

換を目的として 2 つのエンティティ間に確立された論

理リンケージ。 

制御メッセージ（control message） － HSMS メッセージ

の一つ。2 つのエンティティ間の HSMS セッションを管

理するために使われる。 

データメッセージ（data message） － HSMS メッセージ

の一つ。HSMS セッションの間にアプリケーション独自

のデータを伝えるために使われる。データメッセージは

一次メッセージでもよいし応答メッセージでもよい。 

エンティティ（entity） － TCP/IP 接続のエンドポイントに

関連するアプリケーションプログラム。 

注：SEMI による書面での了承なき場合は、本書の全部もしくは一部の転載を禁じる。 
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ヘッダ（header） － あらゆる HSMS メッセージの先頭に

付く 10 バイトのデータ要素。 

イニシエータ（initiator）（HSMS） － HSMS サービスを

要求するエンティティ。イニシエータは適切な HSMS メ

ッセージを送信してサービスを要求する。 

IP アドレス（IP Address） － インターネットプロトコルア

ドレス。TCP/IP ネットワークに付属するものを識別する

ための論理アドレス。 

ローカルエンティティ（local entity） － 接続の一方のエ

ンドポイントから見て，ローカルエンティティとはそのエ

ンドポイントに関連するエンティティである。 

ローカルエンティティ独自のもの（local entity specific） 
－ 手続き，オプション，発行，その他，このスタンダー

ドの主題ではなく，個々のサプライヤの裁量に任され

ている，実装に関した事柄を表わす。 

メッセージ（message） － 一方向に向けられた通信の

完全な形。HSMS メッセージはメッセージ長，メッセー

ジヘッダ，メッセージテキストで構成されている。HSMS
メッセージはデータメッセージでも制御メッセージでも

よい。 

メッセージ長（message length） － メッセージの長さを

バイトで指定する 4 バイトの符号なし整数のフィールド。 

オープントランザクション（open transaction） － 進行中

のトランザクション。 

ポート（port） － IP アドレスと TCP/IP ポート番号で完

全なネットワークアドレスが指定される TCP/IP 接続の

エンドポイント。 

ポート番号（port number） － （または TCP ポート番号）。

TCP/IP 接続のエンドポイントの役目も果たせる TCP/IP
ネットワークへのアタッチメントの中にあるポートのアド

レス。 

一次メッセージ（primary message） － 奇数のファンク

ション番号がついている HSMS データメッセージ。デ

ータトランザクションの最初のメッセージでもある。 

公開ポート（published port） － あるエンティティ（サー

バー）に関連した TCP/IP IP アドレスおよびポート番号

で，そのエンティティが TCP/IP 接続要求を受信するの

に使うためのポート。エンティティの公開ポートは接続

を開始しようとするリモートエンティティに知らされてい

なければならない。 

レシーバ（receiver） － メッセージを受信する HSMS エ

ンティティ。 

リモートエンティティ（remote entity） － 接続の一方の

エンドポイントから見て，リモートエンティティとはその

接続の反対側のエンドポイントに関連するエンティティ

のことである。 

応答（reply） － 偶数のファンクション番号がついてい

る HSMS データメッセージ。ある一次 HSMS データメ

ッセージに対する適切な応答でもある。 

応答側エンティティ（responding entity）（HSMS）  － 
HSMS サービスの提供者。応答側エンティティは，サ

ービスを要求するメッセージをイニシエータから受信す

る。確認済みサービスの場合は，応答エンティティは，

要求のイニシエータに適切な HSMS 応答メッセージを

送信して，要求されたサービスの完了を示す。未確認

サービスでは応答エンティティは応答メッセージを送

信しない。 

セッション（session） － HSMS メッセージの交換を目的

として 2 つのエンティティの間に確立された関係。 

セッションエンティティ（session entity） － HSMS セッシ

ョンに参加しているエンティティ。 

セッション ID（session ID） － 16 ビットの符号なし整数

で，セッションエンティティ間でのあるセッションを識別

する。 

ストリーム（stream）（TCP/IP） － TCP/IP 接続の一方の

端がもう一方の端に渡そうと提示するバイトのシーケン

ス。TCP/IP では，渡されたバイトのシーケンスは提示さ

れたストリームに一致することが保証されている。

HSMS ではストリームを連続したバイトのブロック － メ
ッセージに小分けしている。 

T3 － HSMS プロトコルでの応答タイムアウト。 

T5 － HSMS プロトコルでの接続セパレートタイムアウ

ト。あるエンティティによって TCP/IP 接続が中断される

間隔について最低限の時間を設けて TCP/IP 接続活

動が過度に行われないようにする。エンティティが

TCP/IP 接続を確立しようとする間隔,あるいは失敗した

ために接続が中断される間隔，および同じエンティティ

が新たに TCP/IP 接続を開始しようとする間隔などを決

める。 

T6 － HSMS プロトコルでの制御タイムアウト。通信の

失敗が起こったと見なされるまで HSMS 制御トランザク

ションはオープンでいられるが，その最大限の時間を

定めている。トランザクションはイニシエータが必要な

要求メッセージを送信してから応答メッセージが受信さ

れるまでオープンであると見なされる。 

T7 － HSMS プロトコルでの接続アイドルタイムアウト。

TCP/IP 接続が達成されてから，通信の失敗が起こっ

たと見なされるまでの時間。TCP/IP 接続が達成されて

から HSMS 通信でその接続が使われるまでに経過す

る最大限の時間を定める。 
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T8 － HSMS プロトコルでのネットワークキャラクタ間タ

イムアウト。通信の失敗が起こったと見なされるまでの

最大の時間で，これは 1 つの完全な HSMS メッセージ

の中のバイトを 2 つ連続して受信する間の時間で計る。 

TCP/IP － 転送制御プロトコル/インターネットプロトコ

ル。あるネットワーク内のコンピュー タ同士で信頼性が

高く接続指向のメッセージの交換ができるようにする通

信手段。 

TLI － トランスポートレベルインタフェース。あらゆるト

ランスポートレベルプロトコルの使用法についてトラン

スポートプロトコルおよびオペレーションシステムに依

存していない定義を提供している TCP/IP の実装が提

供する API。 

トランザクション（transaction） － 一次メッセージおよび

（必要な場合には）その応答メッセージ。また，要求

（.req）タイプの HSMS 制御メッセージと（必要な場合に

は）その応答制御メッセージ（.rsp）でもある。 

未確認サービス（unconfirmed service）（HSMS） － イ
ニシエータから応答エンティティへメッセージを送信し

て要求される HSMS サービスで，応答エンティティから

完了を示す返信が必要でないもの。 

 
5 HSMS の概要および状態図 

高速 SECS メッセージサービス（HSMS）は，TCP/IP 環

境を使用している半導体工場でのコンピュータ間のメ

ッセージの交換に適した通信インタフェースを定義す

る。HSMS は TCP/IP ストリームサポートを使う。これは

連続したバイトのストリームを同時に 2 方向に伝達する

ものであり，SECS-Ⅰ通信の代わりとしてだけでなくより

進んだ通信環境の代わりとしても使うことができる。 

HSMS 通信の手続きはもっとなじみ深い SECS-Ⅰ通

信とよく似ている。（HSMS であれ，それ以外のもので

あれ）あらゆる通信は下記の手順を踏む： 

1. 2 つのエンティティ間の通信リンクを得る。SECS-I
で は，ホストと装置 を物理的 に接続し ている

RS232 の 配 線 で あ る 。 HSMS で は 標 準 的 な

TCP/IP 接続手続きで得られる TCP/IP 接続がリン

クである。「ホスト」あるいは「装置」の代わりに抽象

的な「エンティティ」という用語を使うことに注意す

る。HSMS は SECS-Ⅰの代わりとして使われる一

方，HSMS にはもっと一般的なアプリケーションも

あるからである。SECS-Ⅰ代替アプリケーションで

は「ホスト」は 1 個の「エンティティ」であり，「装置」

も 1 個の「エンティティ」である。 

2. 2 つのエンティティ間でデータメッセージを交換す

るのに使うアプリケーションプロトコルの決まりを作

る。SECS-Ⅰではこのステップは，半導体装置は

配線の両端で物理的に接続される，という事実で

はっきりわかる：プロトコルは SECS-Ⅱである。 
HSMS の場合には，通信リンクは，HSMS 以外の

プロトコルを使用している TCP/IP 接続あるいは非

TCP/IP プロトコルを使用している接続と共有する

こともある物理的リンクで動的に確立されている

TCP/IP 接続である。HSMS は，ある TCP/IP 接続

が HSMS 通信だけに使用されているということを

両方のエンティティに確認するために使う（セレクト

手続きと呼ばれる）メッセージの交換を追加する。 

3. データを交換する。通信リンクが普通，意図してい

る目的はこれである。SECS-Ⅰおよび HSMS のど

ちらでも，手続きは，SECS-Ⅱコード化されたメッセ

ージを半導体装置および/あるいはプロセスの制

御のために交換することである。データ交換は通

常は，メンテナンスといった装置独自の目的のた

めにエンティティの片方あるいは両方がオフライン

にされるまで続く。 

4. 形式上，通信を終わらせる。SECS-Ⅰではここでは

形式上必要とされることはない；オフラインになる

装置が通信を止める。 

HSMS では，TCP/IP 接続がもう HSMS 通信に必

要ではないことを双方に確認させるのに（「双方向

の」ディセレクト手続きあるいは「一方向の」セパレ

ート手続きのどちらかの）メッセージ交換を使う。 

5. 通信リンクを絶つ。SECS-Ⅰではホストあるいは装

置を通信ケーブルから物理的に抜くのだが，これ

は修理あるいは工場のネットワーク環境を物理的

に組みなおす時にしか行われない。 

HSMS では TCP/IP の動的な接続環境を使用す

るため，ネットワークメディアから物理的に接続を

切らなくても，リリース手続きあるいはディスコネクト

手続きで TCP/IP 接続は論理的に切られる。 

HSMS では診断的な性質の手続きをさらに 2 つサポ

ートするが，これは通常，簡単な SECS-Ⅰリンクあるい

は SECS-Ⅰを直接代替するものには必要とされていな

い。追加手続きは下記のとおりである： 

1. リンクテスト。この手続きは接続が完全であることを

単に確認するだけである。 

2. リジェクト。HSMS は（補足スタンダードによって）

SECS-Ⅱだけでなくそれ以外のプロトコルにも拡張

されることを目的としているので，互換性のない補

足スタンダードを使用している 2 つのエンティティ

が（設定ミスのせいで）接続される，ということが起

こる可能性がある。また，最初の実装の間に正確

でないメッセージタイプが送信されたり，あるいは

ソフトウエアバグのせいで送信の順番が狂ったり
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するということもあるかもしれない。リジェクト手続き

はこういった事態の発生を示すのに使われる。 

5.1 HSMS 接続状態図 － HSMS 状態マシンは

下記の図に描かれている。この図に描かれている振る

舞いは HSMS の基本的な必要条件を定義している：

補足スタンダードは下記の状態あるいはこれ以外の状

態をさらに拡張することができる。 
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5.2 状態の説明 

5.2.1 NOT CONNECTED － TCP/IP 接続を行われ

るあるいは始める準備が整っているが，接続はまだ一

つも確立されていない，あるいは以前に確立されてい

た TCP/IP 接続は全て終了している。 

5.2.2 CONNECTED － TCP/IP 接続が確立されて

い る 。 こ の 状 態 に は 2 つ の 下 位 状 態 ， NOT 
SELECTED および SELECTED がある。 

5.2.2.1 NOT SELECTED － CONNECTED の下

位状態の一つで，HSMS セッションは一つも確立され

ていない，あるいは以前に確立されていた HSMS セッ

ションは全て終了している。 

5.2.2.2 SELECTED － CONNECTED の下位状態

の一つで，少なくとも 1 個の HSMS セッションが確立さ

れている。これが HSMS の通常の「作動」状態である：こ

の状態の時，データメッセージの交換ができる。状態図

では太線で強調してある。 

 
5.3 状態トランザクション表 

表 1 

＃ 現在の状態 トリガー 新しい状態 アクション コメント 

1 … ローカルエンティティごとに

TCP/IP 通信の準備をす

る。 

NOT 
CONNECTED 

ローカルエンティティ

ごとに異なる 
アクションは使用される接続プロ

シージャによって異なる：アクティ

ブあるいはパッシブ 

2 NOT 
CONNECTED 

HSMS 通信のために

TCP/IP が確立される。 

CONNECTED-
NOT 
SELECTED 

ローカルエンティティ

ごとに異なる 
なし 

3 CONNECTED TCP 接続が断たれる NOT 
CONNECTED 

ローカルエンティティ

ごとに異なる 
6.4 項参照 

4 NOT 
CONNECTED  

HSMS セレクトプロシージャ

が成功して完了 

SELECTED ローカルエンティティ

ごとに異なる 
HSMS 通信が完全に確立され

る：データメッセージの交換が許

可される 

5 SELECTED HSMS ディセレクトあるいは

セパレートが成功して完了 

NOT 
SELECTED 

ローカルエンティティ

ごとに異なる 
この遷移は通常は HSMS 通信

の終わりを示すので，エンティテ

ィは直ちに TCP/IP 接続を断つ

作業へ移る（上記遷移 3） 

6 NOT 
SELECTED  

T7 接続タイムアウト NOT 
SELECTED  

ローカルエンティティ

ごとに異なる 
9.2.2 項参照 

 
6 TCP/IP の使用 

6.1 TCP/IP API － 実装で使うために必要とされ

る TCP アプリケーションプログラムインタフェース（API）
の仕様は HSMS の範囲外である。どんな HSMS 実装

であろうと，ネットワークでの相互操作可能な TCP/IP ス

トリームプロトコルを提供するものでありさえすれば，目

的とするハードウエアおよびソフトウエアプラットフォー

ムに適したあらゆる TCP/IP API － ソケット，TLI（トラン

スポート階層インタフェース）など － を使うことができる。 

付録には本スタンダードに載っている TCP/IP 手続き

の例，および TLI（POSIX スタンダード 1003.12）と

TCP/IP 通信用の普通の BSD ソケットモデルの両方を

使用しているサンプルシナリオが含まれている。 

6.2 TCP/IP ネットワークアドレス設定の規定 

6.2.1 IP アドレス  －  ローカルエリアネットワーク

（LAN）に接続する物理的な TCP/IP ごとに独特の IP
アドレスを付けなければならない。IP アドレスは導入時

に割り当て可能でなければならず，HSMS 実装は固定

IP アドレスを選択することはできない。典型的な IP アド

レスとは 192.9.200.1 のようなものである。 

IP はこういった番号に制約を設けているがそれは

HSMS プロトコルの範囲外である。3 項の Internet 
Protocol（IP）の RFC 791 の 2.3 項を参照のこと。 
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6.2.2 TCP ポート番号 － TCP ポート番号は IP アド

レスの延長とみなすことができる。 

HSMS 実装では，使用されている TCP/IP 実装の範囲

一杯に TCP ポートの設定ができなければらない。典型

的な TCP ポート番号は 5000 である。 

TCP ポート番号の選択に関して決まりが作られている

が，それは HSMS プロトコルの範囲外である。RFC 
793 の 3 項の伝達制御プロトコル（TCP）参照。 

6.3 TCP/IP 接続の確立 

6.3.1 接続モード － TCP/IP 接続を確立する手続き

は RFC793 で定義されている。しかし，RFC793 で定義

されている手続き全部が一般的に入手可能な API で

サポートされているわけではない。特に，RFC793 では

両方のエンティティが同時に接続を始められるが，入

手可能な API でこれをサポートしているものはほとんど

ない。そのため HSMS ではエンティティを下記のモー

ドの中の一つに限定する： 

 パッシブモード。リモートエンティティが開始した接

続手続きをローカルエンティティが待っていて受け

入れるときにパッシブモードが使われる。 
 アクティブモード。接続手続きがローカルエンティ

ティによって開始されたときにアクティブモードが使

われる。 

 

 

TCP/IP 接続プロシージャの要約 
 
付録には，通信を確立する際により柔軟に対応できる

ように，どのようにしてエンティティがアクティブモードと

パッシブモードを交互にとるかという例が載っている。 

6.3.2 パッシブモード接続手続き － パッシブローカ

ルエンティティがとる手続きは RFC793 に定義されてい

る。要約すると下記のようになる： 

1. 接続のエンドポイントを入手して公開ポートにバイ

ンドする。 

2. リモートエンティティから公開ポートに送られてくる

接続要求を待つ。 

3. 接続要求を受信するとすぐにそれを確認し，接続

を受諾する旨を伝える。この時点で接続手続きは

正常終了し，CONNECTED 状態に入る（5 項）。 

上記の手続きは TCP/IP を実装したローカルエンティ

ティの API を介して実行される。付録には TLI と BSD
の両方を使った上記のステップのための API 独自の

手続きが載っている。 

注：上記のステップの間に失敗が起こる可能性がある。失敗

の理由はローカルエンティティごとに異なるかもしれないし，

あるいはローカルエンティティ独自のタイムアウト後に接続要

求がなかったせいかもしれない。どういった対応をとるか（例

えばステップ 1 に戻ってリトライする）はローカルエンティティ

ごとの問題である。 

注：一つのパッシブモードエンティティに対して複数の接続要

求が出されるという問題については 9 項「特に考慮すべき点」

参照。 

6.3.3 アクティブモード接続手続き － アクティブロ

ーカルエンティティがとる手続きは RFC793 に定義さ

れている。要約すると下記のようになる： 

1. 接続エンドポイントを得る。 

2. パッシブモードのリモートエンティティの公開ポート

への接続を始める。 

3. リモートエンティティからの確認および接続要求の

受諾を待つ。リモートエンティティから受諾を受信

するということは接続手続きが正常終了したという

意味であり，CONNECTED 状態に入る（5 項）。 

上記の手続きは TCP/IP を実装するローカルエンティ

ティの API を介して実行される。付録には TLI と BSD
の両方を使った上記のステップのための API 独自の

手続きが載っている。 

注：上記のステップの間に失敗が起こる可能性がある。失敗

の理由はローカルエンティティごとに異なるかもしれないし，

ローカルエンティティ独自のタイムアウト後に接続要求がなか

ったせいかもしれない。どういった対応をとるかはローカルエ

ンティティごとの問題である。しかし，もしローカルエンティテ

ィが接続のリトライをするつもりなら，T5 接続セパレートタイム

アウトにしたがって行わなければならない（「特に考慮すべき

点」参照）。 

6.4 TCP/IP 接続の終了 － 接続の終了は接続の

確立を論理的に逆にしたものである。ローカルエンティ

ティの見地から言うと，TCP/IP 接続はいつでも切ること

ができる。しかし HSMS では接続を終了できるのは，

接続が CONNECTED 状態の NOT SELECTED 下位

状態にあるときだけである。 

接続終了の手続きは RFC793 に定義されている。接

続終了を始めるのはどちらのエンティティでもよい。

NOT CONNECTED 状態に入って HSMS 通信の終了

を示す。付録には TLI および BSD API を使用したリリ

ースおよびセパレートの両方の手続きが描かれている。 

アクティブモードの 
  エンティティ 

受諾 
受信 

パッシブモードの 
  エンティティ 
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7 HSMS メッセージ交換手続き 

HSMS では前項の手続きに従って確立された TCP/IP
接続を使ってエンティティ間で交換されるメッセージ全

部についての手続きを定義している。概要で説明され

ているように，いったん接続が確立されると 2 つのエン

ティティはセレクト手続きを使って HSMS 通信を確立

する。その後はどちらの方向にでもデータメッセージを

いつでも交換することができる。エンティティが HSMS
通信を終わらせたいときにはディセレクトあるいはセパ

レート手続きを使う。 

7.1 HSMS メッセージの送信および受信 － 全て

の HSMS 手続きには HSMS メッセージの交換が関係

している。メッセージは，スタンダードの優先順位に従

ってすでに確立されている TCP/IP 接続を使って

TCP/IP ストリームとして送受信される。特に「緊急」の

データの使用は HSMS ではサポートされていない（送

受信の手続きの詳細については RFC793 参照）。 

付録には TLI および BSD ソケット API の両方を使用

した HSMS メッセージの送受信の例が載っている。 

7.2 セレクト手続き － セレクト手続きは，制御トラ

ンザクションの Select. req および Select. rsp メッセージ

を使用して TCP/IP 接続で HSMS 通信を確立するの

に使う。 

 

セレクトコントロールトランザクション 
 
HSMS では CONNECTED 状態にあるときならいつで

もセレクトができるが，補足スタンダードでは接続はさら

に NOT SELECTED 下位状態になければならない

（「特に考慮すべき点」参照）。 

7.2.1 イニシエータの手続き － イニシエータがとる

手続きは下記の通りである。 

1. セレクト手続きのイニシエータは応答側エンティテ

ィに Select. req メッセージを送信する。 

2. イニシエータはセレクト状態 0 の Select. rsp を受

信する。HSMS セレクト手続きは正常終了し，

SELECTED 状態に入る（5 項参照）。 

3. イニシエータが非ゼロのセレクト状態の Select. rsp
を受信した場合には，セレクトは成功せずに終わ

る（状態遷移なし）。 

4. Select. rsp を受信する前にイニシエータで T6 タイ

ムアウトが時間切れになった場合には通信の失敗

とみなされる（「特に考慮すべき点」参照）。 

7.2.2 応答側エンティティの手続き － 応答側エンテ

ィティがとる手続きは下記の通りである。 

1. 応答側エンティティが Select. req を受信する。 

2. 応答側エンティティがセレクトを受諾できるなら，セ

レクト状態 0 の Select. rsp を送る。応答側エンティ

ティの HSMS セレクト手続きは正常終了し，

SELECTED 状態に入る（5 項参照）。 

3. 応答側エンティティがセレクトを許可できない場合

には，非ゼロセレクト状態の Select. rsp を送る。応

答側エンティティの HSMS セレクト手続きは成功し

ないで終わる（状態遷移なし）。 

7.2.3 同時発生のセレクト手続き － 補足スタンダー

ドがセレクトの使用に制限を設けていない場合には，

両方のエンティティが全く同じ SessionID を使ってセレ

クト手続きを同時に始めることができる。そういう場合に

はそれぞれのエンティティは Select. rsp で応答して相

手のエンティティのセレクト要求を受諾する。 

 

同時発生のセレクトトランザクション 
 
7.3 データ手続き － HSMS データメッセージは，

接続が SELECTED 状態にある限りはどちらのエンティ

ティからも始められる。SELECTED 状態にないときに

データメッセージを受信するとリジェクト手続きが起きる

（7.7 項参照）。 

データメッセージはさらに，「一次」あるいは「応答」デ

ータメッセージのどちらかとしてデータトランザクション

の一部としても定義できる。データトランザクションでは，

トランザクションのイニシエータは応答側エンティティに

一次メッセージを送信する。応答待ちと一次メッセージ

に書かれている場合には，応答側エンティティは一次

メッセージに応えて応答メッセージを送信する。 

下記のタイプのデータトランザクションがサポートされて

いる： 

1. 応答が必要な一次メッセージおよびその応答メッ

セージ。 

2. 応答が不要な一次メッセージ。 
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